
「かぞくのがっこう®」で学んだこと
～「人間関係見える化シート」の活用～

看護師 國居早苗
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日本在宅医療連合学会
ＣＯＩ 開示

筆頭発表者名 國居早苗

 演題発表に関連し、開示すべきCO I 関係にある

 企業などはありません。



氏名：國居早苗

所在：東京都世田谷区

桜新町アーバンクニック在宅医療部/
（医師12名・看護師9名）
桜新町ナースケア・ステーション
（看護師9名・セラピスト6名）
桜新町ナースケア・プランニング
（介護支援専門員2名）

事務・総務・運営等含め計60名ほど

自己紹介

1999年 訪問看護師として働き始める

2016年 訪問看護認定看護師資格取得

2019年 桜新町アーバンクリニック
/桜新町ナースケア・ステーション 管理者

活動：
ちいき食堂・地域イベントの救護班・遺族会・「人のさいご」本作成
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「かぞくのがっこう」という
おもしろい学校ができたよ

知り合いの
看護師さん 「家族」に特化した学校！

ところでなぜひらがな？

ぜひ学んでみたい！！

なぜ、このがっこうに？



家族が多様化している

ALL about Families かぞくってなーに？
フェリシティ・ブルックスの絵本より



6

指導しても
自己流で行う

家族間の
意見が合わず
揉めている

家族からケア
内容が気に入
らないと小言
を言われる

日々のモヤモヤ

①情報共有

・他の看護師と共有

・多職種との共有

・カンファレンスでの共有

②カンファレンスでの協議
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人間関係見える化シート ❝解決志向型❞
モデル①検討場面の明確化

②文脈（ストーリー）と相互関係

④力関係と両者の心の距離感

③対象者と援助者の関係性

⑤支援の方策

⑦評価・考察

⑥実施内容の状況変化

困りごと

対処

背景
「俯瞰」
を意識！

頭の中の思考を
外在化すること

⇩

メタ認知



見える化シートでの学び

✓一つの事例（家族）を考える中で、違う視点で見ることができ
俯瞰力を養えると思った。

✓情報を整理することで客観的に見れた。

✓困り事が起きた時に自分は何に憤慨し、困難さを感じたか客観的に
みることで、自分が自分の境界線を守るためにどう対処しているの
か把握できた。

✓人間関係を構築する上では、相手と向き合う中で距離感やバウンダ
リーを保つことは大切なプロセスだと感じた。

8

現場で使える！
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人間関係見える化シートを使用して



●心理的な距離という視点は持っていなかった
感情の衝突や相手を思う感情も、力のバランスが
大切だということが見えてきた

スタッフの声

かぞくのがっこう基礎科目講義資料より引用
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スタッフの声

●感情的な面（発言や行動）と事実を整理して可視化し、
複数名で考えることで、更に起きてくる事象が
明らかになってくる過程を学べた

●可視化したシートから複雑化した内容を俯瞰することにより、
これからの支援方法や課題も明らかになり、日々のケアにも
活かせると感じた

かぞくのがっこう基礎科目講義資料より引用



まとめ

➢状況を捉える見方が変わったことにより、支援の在り方を

深めることができた

➢職場の活性化につながった
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